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にせむらさきいなかげんじ 

#28 偐紫田舎源氏 

作者：柳亭種彦（りゅうてい・たねひこ 1783-1842） 

刊行：文政 12年（1829）- 天保 13年（1842） 

♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢♢ 

 

 

 

 

 

 

 解題  

■ 内容 

１編-38 編は刊行されたが、39・40 編は草稿だけが残り未刊に終わった。

合巻。歌川国貞（初代）画。『源氏物語』の草双紙式翻案を試みた長編戯作

である。 

「偐紫」は「似せ」ないし「偽（にせ）」紫式部の意へかけ、「田舎源氏」

は卑俗、まがい物の『源氏物語』の意を含む。源氏の光君に擬せられる主人

公の貴公子足利光氏（みつうじ）が、政争の渦中に紛失したお家の重宝の探出

と謀反人の誅滅に活躍する。原典の女性との交渉なども絡ませるパロディ趣

向になっている。 

天保の改革に遭い、天保 12 年（1841）に『偐紫田舎源氏』は絶版処分と

なり作品は中断して未完となった。筆禍の原因として、大奥をモデルにした

とする説もあるが、戯作一般への弾圧と華美装丁の禁止が主と見られている。 

 柳亭種彦の没後、老中水野忠邦が失脚し改革が弛緩すると、門弟などによ

る続編や類作が試みられ刊行されている。 

■ 作者 

作者は柳亭種彦。本名高屋彦四郎知久。江戸時代後期の戯作者。二百俵
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取りの旗本高屋甚三郎知義の長男として江戸に生まれる。父が寛政８年

（1796）に没し家督を相続した。 

若い頃、田安徳川家の家臣で狂歌師の唐衣橘洲（からごろも・きっしゅう）

に師事して狂歌を嗜（たしな）む。文学活動を志向し、「読本」等を発表し

て評価を得た後、伝奇色と娯楽色の濃い絵画小説版本「合巻」の分野に主

力を転向し、『偐紫田舎源氏』の大好評で合巻界の第一人者となった。 

天保 12年（1841）に天保の改革が始まると戯作活動の譴責（けんせき）

を受け、同 13年（1842）に病没している。病没ではなく自決とする説もあ

る。 

 

 本文を読む 

＜版本＞ 

『偐紫田舎源氏』初編上-21篇下 歌川国貞画 鶴屋喜右衛門 1829-1839 

［913.5/128/1］‐［913.5/128/42］ ※欠巻含む 

＜翻刻＞ 

『偐紫田舎源氏 初編-十編』守屋喜代吉 1882［K97/74/1］ 

『偐紫田舎源氏 拾一編-弐拾編』守屋喜代吉 1882［K97/74/2］ 

『偐紫田舎源氏 二十一編-三十編 』守屋喜代吉 1883［K97/74/3］ 

「校訂 偐紫田舎源氏」（『続帝國文庫』第５編 博文館 1903）［918/8/5］ 

『偐紫田舎源氏』上下 塚本哲三校訂 有朋堂 1915＜有朋堂文庫＞  

［913.58/1/1］［913.58/1/2］ 

『偐紫田舎源氏』幸田露伴校訂 日本文藝叢書刊行會 1920［913.5/122］ 

「偐紫田舎源氏」上下（『日本名著全集 江戸文藝之部』第 20巻-第 21巻

日本名著全集刊行會 1927）［918.5/17/20］［918.5/17/21］ 

『偐紫田舎源氏』上中下 守随憲治校訂 岩波書店 1953＜岩波文庫＞ 

［ｲ 913/ﾘ/1ａ］-［ｲ 913/ﾘ/3ａ］ 

『偐紫田舎源氏』１-４ 竹下直之校訂 いてふ本刊行会 1953 

［918/110/13-1］-［918/110/13-4］ 

「偐紫田舎源氏」上下（『新日本古典文学大系』第 88・89巻 鈴木重三校訂  
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岩波書店 1995）［918/20/88］［918/20/89］ 

＜影印＞ 

「偐紫田舎源氏」（『新編稀書複製会叢書 第 45 巻 自筆草稿本』臨川書店

1991）［918.5/32/45］ 
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